
安全ネットがお薦めする この一冊！ Vol.３ 拡大版 

  発行  公正な教科書採択を求める 
        大田区民の会 
  講演・録音・文章化  藤原 進 
  編集 今井 英男、鶴田 雅英、野口 綾子         
  印刷  東京都大田区福祉工場 
  定価  300円 

※購入を希望する場合は発行団体へ連絡 

 

 

著 ジェームス・Ｍ・バーダマン 
編著 田村 薫（対訳） 
発行年 2005年 
出版社 ジャパンブック 
定価 本体1,500円＋税  
サイズ  21 x 15 x 2.2 cm 

       ハーシュ教授（バージニア大学：当時）がアメリカの小学生 
     向けに書いた、６冊の歴史教科書。それは、登場人物の 
「息遣い」まで伝わるものでした。やさしい英語で“生きた歴史”を 
学べる教科書が作られた背景には、大学生の持つ文化的な基礎 
知識が乏しく、受けた教育によって知識に偏りが存在する事実に 
直面したハーシュ教授の、教育に対する危機感があります。 

 本書では、田村薫氏による対訳と原文を読み比べながら、生きた 
歴史教育の一つのあり方について知ることができます。 

この２冊の本を通して、 

教科書が担う役割について 

考えていただきたいと 

思います。 

紹介者 浅見洋子 

 
                                           
 

事務局所在地     
〒１０２－００７１ 

東京都千代田区富士見 
２－７－２ 

ステージビル１７０６号  
南北法律事務所  内 

櫻井光政弁護士 講演録 
  『社会科教科書採択に 
あたって私が考えたこと』 では 
大田区の  教科書採択会議に 
推薦された 「歴史」と「公民」の 
教科書を複数とりあげ、記述の 
違いに着目しています。 

例 【南京虐殺事件の記述】  

  「このとき、日本軍によって中国の 
 軍民に多数の死傷者が出た（南京 
 事件）。 この事件の犠牲者数など 
 実態については、さまざまな見解が 
 あり、今日でも論争が続いている。」  
                〔育鵬社〕  

  「南京では、兵士だけでなく、女性や  
 子どもをふくむ多くの中国人を殺害し、 
 諸外国から「日本軍の蛮行」と 
 非難されました。しかし、このことは 
 戦争が終わるまで、日本国民には 
 知らされませんでした（南京虐殺 
 事件）。」       〔帝国書院〕 

―― どちらに、あなたは 
      歴史の息吹を感じますか？ 

 
            ＊安全ネット 入会の御案内＊ 
   私たちの活動は、皆さんの会費で運営しています。 
  学校安全に関する相談をはじめ、当会の事業に対する 
 ご理解・ご賛同をいただきますよう、お願い申し上げます。 

   年会費 ●会員 ３,０００円 ◎賛助会員 ５,０００円 

    郵便為替での お手続きは 以下までお願いいたします 

        振  込  先  ００１３０－９－３４６４６３ 
        加入者名  学校安全全国ネットワーク 

   ☆ 刊行元・お問い合わせ先 

   学校安全全国ネットワーク        

     ＴＥＬ ０３－３５１１－５０７０ 
     ＦＡＸ ０３－３５１１－５７８４ 

      E-mail    uta@yoko-no-heya.jp 
       ＨＰ   http://gakouanzen-network.com 
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